
成
長
都
市
か
ら
成
熟
都
市
へ

１
一
は
じ
め
に

　
国
に
お
い
て
、
地
方
分
権
改
革

や
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
検
討

な
ど
、
地
方
制
度
の
再
構
築
に
向
け

た
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
、
あ
る
い

は
都
市
と
地
方
と
い
っ
た
地
域
間

格
差
の
議
論
に
埋
没
し
、
地
方
制

度
の
多
様
性
や
大
都
市
自
治
に
関

す
る
議
論
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
大
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
固
有
の
制
度
や
仕
組
み
の

確
立
を
提
案
し
、
大
都
市
自
治
の

拡
充
を
目
指
す
た
め
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
「
横
浜
市
大
都
市
制
度

検
討
委
員
会
」
（
注
１
）
を
本
年

６
月
に
設
置
し
、
今
後
２
か
年
の

予
定
で
、
大
都
市
自
治
を
拡
充
す

る
新
た
な
大
都
市
制
度
の
あ
り
方

の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
大
都
市
制
度
は
、
単
に
国
・
県

と
市
の
役
所
間
の
権
限
争
い
で
は

な
く
、
我
が
国
に
お
け
る
大
都
市

制
度
を
め
ぐ
る
歴
史
を
ふ
ま
え
、

大
都
市
特
有
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
仕
組
み
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
昭
和
3
1
年
に
暫
定
的
な

制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
た
政
令
指

定
都
市
も
当
初
の
５
市
か
ら
、
平

成
1
9
年
４
月
に
は
1
7
市
と
な
り
、

都
市
間
の
多
様
性
も
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
横
浜
が
大

都
市
と
し
て
歩
ん
で
き
た
軌
跡

を
、
旧
基
本
構
想
（
注
２
）
が
策

定
さ
れ
た
昭
和
4
0
年
代
か
ら
、
現

在
の
基
本
構
想
（
注
３
）
が
策
定

さ
れ
た
平
成
1
8
年
ま
で
の
概
ね
3
0

年
間
に
わ
た
り
、
①
人
口
動
態
、

②
都
市
構
造
の
変
化
、
③
産
業
構

造
の
変
化
、
④
行
政
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
推
移
、
⑤
市
民
力
の
５
つ
の

分
野
に
つ
い
て
、
本
市
の
基
礎
指

標
に
よ
っ
て
振
り
返
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
、
本

市
と
人
口
規
模
等
で
類
似
す
る
大

阪
、
名
古
屋
を
中
心
に
他
都
市
と

の
比
較
も
試
み
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
急
激
な
都
市

化
の
中
で
、
成
長
都
市
か
ら
成
熟

都
市
に
移
行
し
て
い
く
大
都
市
横

浜
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
横
浜

図１　大阪、名古屋、横浜３市の人口の推移（1940年以降）
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横
浜
の
3
0
年
を
振
り
返
り
大
都
市
制
度
を
展
望
す
る



が
持
つ
個
性
と
こ
れ
か
ら
横
浜
が

目
指
す
べ
き
大
都
市
制
度
の
方
向

性
を
展
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

２
　
横
浜
の
3
0
年
を
振
り
返
る

①
人
口
動
態

（
１
）
人
口
増
加
の
特
徴

　
戦
後
、
指
定
都
市
制
度
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
、
今
日
ま
で
の
人
口

推
移
を
、
大
阪
、
名
古
屋
、
横
浜

の
３
市
で
比
較
す
る
と
、
指
定
都

市
制
度
創
設
時
（
昭
和
3
1
年
）
の

人
口
は
、
大
阪
が
２
６
２
万
人
、

名
古
屋
が
１
３
８
万
人
、
横
浜
が

１
１
７
万
人
で
あ
っ
た
が
、
大
阪

は
1
9
6
0
年
代
後
半
を
境
に
人

口
減
少
に
転
じ
、
現
在
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
、
名
古
屋
も
1
9
6
0
年

代
以
降
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

大
阪
、
名
古
屋
は
1
9
6
0
年
～

7
0
年
代
に
市
内
人
口
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
横
浜
は
東
京
圏
へ
の

人
口
集
中
と
と
も
に
、
1
9
6
9

年
（
昭
和
4
4
年
）
に
名
古
屋
を
、

1
9
7
9
年
（
昭
和
5
9
年
）
に
大
阪

を
抜
き
、
2
0
0
7
年
（
平
成
1
8

年
）
に
は
、
３
６
３
万
人
と
な
っ

た
。
昭
和
3
1
年
当
時
の
約
３
倍
と

な
り
、
一
貫
し
て
人
口
増
加
が
続

い
て
い
る
大
都
市
で
あ
る
（
図
１
）
。

　
横
浜
の
昭
和
4
0
年
代
か
ら
現
在

ま
で
の
転
出
入
人
口
の
状
況
を
み

る
と
、
昭
和
4
0
年
代
前
半
に
は
社

会
増
、
自
然
増
を
合
わ
せ
、
年
間

1
0
万
人
と
い
う
急
激
な
人
口
増
加

に
み
ま
わ
れ
た
。
自
然
増
は
昭
和

4
7
年
の
４
万
４
千
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
、
平
成
1
7
年
に
は
１

万
人
を
切
っ
て
い
る
。
社
会
増
減

に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
4
5
年
の

６
万
人
を
ピ
ー
ク
に
増
減
を
繰
り

返
し
、
転
出
超
過
と
な
る
一
時
期

（
平
成
６
年
～
７
年
）
を
除
き
。

一
貫
し
て
転
入
超
過
と
な
っ
て
い

る
。
転
入
者
は
昭
和
4
0
年
代
に
は

年
間
2
0
万
人
を
超
え
、
そ
れ
以
降

も
1
5
万
人
を
超
え
、
転
出
者
も
1
5

万
人
前
後
と
流
動
性
の
高
い
傾
向

が
続
い
て
い
る
（
図
２
）
。

（
２
）
人
口
減
少
地
区
の
出
現

　
人
口
増
加
が
続
く
横
浜
で
あ
っ

て
も
、
市
域
全
域
で
人
口
が
増
え

続
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
横

浜
の
地
域
社
会
に
押
し
寄
せ
る
人

口
増
減
の
波
を
、
平
成
1
2
年
と
平

成
1
7
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
デ
ー

タ
で
比
較
す
る
と
、
都
心
部
（
中

区
）
や
北
部
の
都
筑
区
で
は
1
0
％

を
超
え
る
人
口
増
加
が
あ
る
。

　
特
に
、
都
心
部
で
あ
る
中
区
・

西
区
に
つ
い
て
は
、
昭
和
4
0
年
代

以
降
、
停
滞
・
減
少
を
繰
り
返
し

て
い
た
が
、
中
区
は
平
成
７
年
、

西
区
は
平
成
９
年
以
降
、
都
心
回

帰
の
傾
向
が
現
れ
、
増
加
に
転
じ

て
い
る
。
一
方
で
、
市
内
の
南
西

部
（
南
区
、
旭
区
、
港
南
区
、
磯

子
区
）
は
人
口
停
滞
ま
た
は
減
少

し
て
い
る
（
図
３
）
。

(平成12年～17年)東京都、神奈川県の人口増加率図３
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こ
の
よ
う
な
傾
向
は
東
京
都
区

部
で
も
例
外
で
は
な
く
、
港
、
中

央
、
千
代
田
な
ど
都
心
で
人
口
が

増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
杉
並
、

中
野
、
豊
島
、
北
、
足
立
な
ど
周
辺

区
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

　
横
浜
市
に
お
け
る
近
年
の
人
口

増
加
は
、
成
長
期
に
お
け
る
郊
外

部
へ
の
一
斉
の
人
口
流
入
を
主
流

と
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
都
心

（
中
区
、
西
区
）
と
北
部
郊
外
（
都

筑
区
等
）
の
人
口
増
加
と
南
西
部

（
旭
区
、
磯
子
区
、
港
南
区
）
で
の

人
口
減
少
地
区
の
出
現
と
い
う
複

雑
な
構
造
の
中
で
進
ん
で
い
る
、

レ
に
』
い
ヽ
兄
卜
で
つ
。

（
３
）
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
世

　
　
　
帯
の
小
規
模
化

　
横
浜
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

区
の
出
現
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
も
進
展
し
て
い
る
。
年
齢
構
成

別
人
口
比
・
世
帯
平
均
人
数
推
移

を
み
る
と
、
高
齢
人
口
比
率
は
昭

和
4
5
年
の
4
　
5
％
（
1
7
万
人
）
か
ら

平
成
1
7
年
で
は
1
6
・
９
％
（
6
0
万

人
）
と
な
り
、
急
速
な
高
齢
化
が

進
展
し
て
い
る
。
平
成
７
年
ま
で

は
1
5
歳
未
満
の
年
少
人
口
比
率
が

6
5
歳
以
上
の
高
齢
（
老
年
）
人
口
比

率
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
平
成
1
2

年
に
ほ
ぼ
均
衡
し
、
平
成
1
7
年
に

は
逆
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢

化
率
を
地
域
別
に
み
る
と
都
筑
区

で
は
9
　
9
％
、
青
葉
区
で
は
ｕ
一
・

７
％
と
低
く
、
南
区
で
は
1
9
・

９
％
、
西
区
1
8
・
９
％
、
中
区

1
8
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

化
率
は
南
部
と
都
心
で
高
く
な
っ

て
い
る
。

　
世
帯
平
均
人
数
は
昭
和
4
5
年
に

３
・
4
8
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

1
7
年
に
は
２
・
4
2
人
ま
で
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
世
帯

あ
た
り
人
員
も
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
つ
て
い
な
い
状
況
が
う
か
が

え
る
（
図
４
）
。

（
４
）
流
入
・
流
出
人
口
の
推
移

　
昭
和
4
5
年
と
平
成
1
7
年
の
従
業

者
の
流
入
・
流
出
人
口
を
み
る

と
、
市
内
で
働
く
昼
間
就
業
者
は

昭
和
4
5
年
に
8
9
万
５
千
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
1
7
年
に
は
１
４

２
万
１
千
人
と
約
6
0
％
増
加
し
て

い
る
が
、
他
都
市
へ
の
流
出
、
他
都

市
か
ら
の
流
入
人
口
も
同
様
に
増

加
し
構
造
的
に
は
大
き
な
変
化
は

な
い
。

　
東
京
2
3
区
へ
の
流
出
人
口
は
突

出
し
て
い
る
が
、
横
須
賀
三
浦
、

県
央
、
湘
南
地
区
か
ら
の
流
入
人

口
も
増
加
し
て
い
る
（
図
５
）
。

　
昼
夜
間
人
口
の
推
移
を
み
る

と
、
平
成
２
年
ま
で
は
昼
間
人
口

の
伸
び
以
上
に
夜
間
人
口
の
増
加

が
大
き
く
、
昼
夜
間
人
口
比
率

（
夜
間
人
口
１
０
０
人
あ
た
り
の

昼
間
人
口
）
も
9
0
を
割
り
込
ん
で

い
た
が
、
平
成
７
年
に
上
昇
に
転

じ
、
以
降
は
漸
増
・
停
滞
傾
向
に

あ
る
（
図
６
）
。
平
成
1
7
年
横
浜

年齢構成別人口比・１世帯当たり人員推移図４昼夜間人口の推移図６

図５　人口流出入マップ

注）横浜市の流入・流出者数には「地域不詳」を含む。
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市
全
体
は
9
0
・
４
、
東
京
都
区
部

は
１
３
５
・
１
で
あ
る
。
昼
夜
間

人
口
比
率
が
１
０
０
を
下
回
る
の

は
都
市
圏
郊
外
に
共
通
の
特
徴
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
歩

進
ん
で
、
特
別
区
、
行
政
区
ま
で

細
か
く
み
る
と
西
区
（
１
９
８
・

８
）
、
中
区
（
１
８
２
・
９
）
は

１
０
０
を
大
き
く
越
え
、
横
浜
経

済
圏
の
中
枢
と
し
て
集
積
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
首
都
圏

に
お
い
て
西
区
の
昼
夜
間
人
口
比

率
を
越
え
る
の
は
東
京
中
心
部
の

４
区
（
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港

区
、
新
宿
区
）
の
み
で
あ
る
。
首

都
圏
の
中
で
「
東
京
一
極
集
中
」

と
は
異
な
る
「
第
二
の
極
」
が
横

浜
都
心
部
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。

②
都
市
構
造
の
変
化

　
横
浜
は
高
度
経
済
成
長
期
以

降
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の

傾
向
を
強
め
、
計
画
的
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
な
い
ま
ま
鉄
道
沿
線
を

中
心
と
し
た
宅
地
開
発
が
行
わ

れ
、
中
心
部
か
ら
外
周
部
に
市
街

地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
（
図
７
）
。

　
し
か
し
、
市
街
地
の
整
備
が
急

激
な
人
口
増
加
に
対
応
で
き
ず
、

都
市
施
設
整
備
が
十
分
で
な
い
市

街
地
が
無
秩
序
に
拡
大
す
る
、
い

わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に
よ
る
都

市
環
境
の
悪
化
が
進
み
計
画
的
な

都
市
基
盤
整
備
を
阻
害
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
は
、

特
に
深
刻
化
す
る
５
つ
の
都
市
問

題
（
ゴ
ミ
、
道
路
交
通
、
環
境
破

壊
、
水
資
源
、
公
共
用
地
）
解
決

を
「
５
大
戦
争
」
と
宣
言
し
、
重

点
的
な
政
策
課
題
と
し
た
。
さ
ら

に
、
昭
和
4
8
年
に
「
旧
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
急
激
な
都
市
化
の
波

の
中
で
新
し
く
都
市
問
題
を
と
ら

え
直
し
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

新
し
い
横
浜
を
育
て
て
い
く
こ
と

と
し
た
。
緊
急
課
題
で
あ
る
５
つ

の
都
市
問
題
へ
の
具
体
的
な
対
応

策
と
し
て
、
６
大
事
業
（
①
都
心

部
強
化
、
②
金
沢
地
先
埋
立
て
、

③
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
、

④
高
速
鉄
道
の
建
設
、
⑤
高
速
道

路
の
建
設
、
⑥
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の

建
設
）
が
計
画
さ
れ
た
（
図
８
、

注
４
）
。

　
６
大
事
業
の
計
画
推
進
に
よ

り
、
横
浜
の
都
市
構
造
の
骨
格
と

な
る
基
幹
的
な
都
市
づ
く
り
と
開

港
以
来
の
工
業
化
を
優
先
し
た
政

策
か
ら
生
活
環
境
を
重
視
し
た
政

策
転
換
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
６
大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
都
心

部
強
化
（
み
な
と
み
ら
い
2
1
事
業
）

が
着
手
さ
れ
た
昭
和
5
8
年
以
降
、

横
浜
市
の
土
地
利
用
現
況
面
積
を

比
較
す
る
と
、
約
2
0
年
間
で
農
地

が
約
１
。
４
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

森
林
が
１
。
７
８
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
、
道
路

が
８
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
宅
地
が

２
。
８
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し

市街地の拡大（昭和38年以後）と市街化調整区域図７図８　六大事業計画位置図

図９　土地利用面積比の推移表１　都市計画区域の変化
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図10　都市における市街地の形態

図11　市街化区域に占める低層住宅専用地域・中高層住宅

　　　専用地域の割合（4市比較）
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